
～病院理念～ 

１．安心し、納得していただける医療を提供します。 

２．心の通い合う信頼関係を築いていきます。 

３．地域の中核病院として、地域医療に貢献します。 

医療法人 清梁会 

高梁中央病院 
〒716-0033 
岡山県高梁市南町53 
ＴＥＬ(0866)22-3636 ＦＡＸ(0866)22-0536 
http://seiryoukai.jp/takahashi 
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受
動
喫
煙
防
止
条
例
も
全
面 

施
行
と
な
っ
た
今
、
ご
自
身
と 

ま
わ
り
の
非
喫
煙
者
の
た
め
に 

も
、
ぜ
ひ
禁
煙
を
考
え
て
み
て 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
院
で
も
禁
煙
外
来
を
行
っ 

て
い
ま
す
の
で
、
禁
煙
さ
れ
た 

い
方
、
気
に
な
る
方
は
お
気
軽 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
保
険 

診
療
で
禁
煙
治
療
を
受
け
る
に 

は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り 

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
合 

せ
く
だ
さ
い
。 

【
看
護
師
】 

 

・
竹
内 

杏
奈 

 

・
矢
吹 

美
佳 

 

・
廣
實 

尚
之 

 

・
在
間 

香 

【
准
看
護
師
】 

 

・
小
松 

一
実 

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！ 

◆
が
ん
ば
ろ
う
、
高
梁
！ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

症
の
拡
大
に
よ
り
、
医
療
や
介 

護
、
配
送
、
小
売
り
等
、
ま
た 

市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を 

受
け
る
な
か
、
売
り
上
げ
の
一 

部
を
高
梁
市
へ
寄
付
す
る
目
的 

で
、
高
梁
市
観
光
協
会
が
「
寄 

付
付
き
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
の
販
売 

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ロ 

シ
ャ
ツ
に
は
「
が
ん
ば
ろ
う
、 

高
梁
！
」
の
精
神
で
一
丸
と
な 

っ
て
苦
境
を
乗
り
越
え
る
と
い 

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
院
で
も
約
三
十
着
の
ポ
ロ 

シ
ャ
ツ
を
購
入
し
、
事
務
局
を 

は
じ
め
、
医
事
課
や
受
付
で
も 

着
用
し
て
お
り
ま
す
。
ポ
ロ
シ 

ャ
ツ
の
バ
ッ
ク
に
は
備
中
松
山 

城
の
絵
柄
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て 

お
り
、
そ
の
左
右
に
は
市
の
鳥 

「
ヤ
マ
セ
ミ
」
、
市
の
花
「
さ 

く
ら
」
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負 

け
ず
「
が
ん
ば
ろ
う
、
高
梁
！
」 

の
精
神
で
乗
り
切
れ
れ
ば
と
思 

い
ま
す
。 

◆
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
禁
煙
を 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

症
で
タ
バ
コ
が
重
症
化
の
リ
ス 

ク
要
因
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ 

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
本
禁
煙
学
会
は
七
月
四
日
、 

喫
煙
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
の
悪
化
を
も
た
ら
す
危 

険
因
子
で
あ
り
、
喫
煙
者
は
生 

涯
非
喫
煙
者
よ
り
も
新
型
コ
ロ 

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
病
状
悪 

化
の
恐
れ
が
多
い
と
の
研
究
結 

果
を
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報 

告
し
て
い
ま
す
。
臨
床
医
と
公 

衆
衛
生
専
門
家
は
、
喫
煙
に
関 

す
る
デ
ー
タ
収
集
を
臨
床
管
理 

に
組
み
込
み
、
禁
煙
推
進
を
新 

型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策 

に
加
え
る
べ
き
と
強
調
し
て
い 

ま
す
。 

 
実
際
、
こ
の
機
会
に
禁
煙
に 

挑
戦
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。 

「
コ
ロ
ナ
が
き
っ
か
け
で
、
禁 

煙
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
」 

「
飲
み
会
が
無
く
な
っ
た
の
で
、 

禁
煙
し
や
す
く
な
っ
た
」 

そ
ん
な
声
も
聞
か
れ
ま
す
。 

 

あ
る
都
道
府
県
の
医
師
会
で 

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感 

染
症
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め 

に
「
喫
煙
者
は
こ
の
機
会
に
ぜ 

ひ
禁
煙
を
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

発
信
し
て
い
ま
す
。 

新
入
職
員
紹
介 

 

令
和
二
年
八
月
、
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
速
報
値
で
は
、 

十
日
か
ら
十
六
日
の
一
週
間
で
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
患 

者
数
が
全
国
で
一
万
二
千
人
を
超
え
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は 

昨
年
同
時
期
の
搬
送
数
に
比
べ
倍
に
近
い
数
字
で
あ
り
、
非 

常
に
急
激
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
高
梁
市
で
は
県
内
観
測
史
上
最
高
気
温
を
記
録
し
、 

八
月
三
十
一
日
時
点
で
も
猛
暑
日
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
近 

年
ま
れ
に
み
る
猛
暑
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
九
月
の
残
暑
も 

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
の
で
、
気
を
抜
か
ず 

し
っ
か
り
と
対
策
を
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

研
修
医
紹
介 

岡
山
市
立
市
民
病
院 

尾
上 

慶
尚 

研
修
医(

７
月
） 

川
崎
医
科
大
学
付
属
病
院 

伊
藤 

康
介 

研
修
医(

８
月
） 

倉
敷
中
央
病
院 

齋
藤 

尚
子 

研
修
医(

８
月
） 

岡
山
市
立
市
民
病
院 

小
澤 

喬 

研
修
医(

９
月
） 

禁煙外来のお知らせ 

診療日時：毎週水曜日(祝･日除) 

午後診14：00～ (担当医/予約制) 

お問い合わせ：0866-22-3636(代表) 

 ※保険診療で禁煙治療を受けるには 

いくつかの条件がありますので、詳し

くはスタッフまでお問い合わせ下さい 



 

６月１日より、新型コロナウイルス感染症対策として病院玄関の

「開錠時間」を下記の通り変更しています。 

 ■ 月～土 ７時３０分 ～１８時 

 ■ 日・祝    終日締切 

 ■ 当番日 ８時００分 ～１７時   宜しくお願いいたします。 

リハビリテーション科のご紹介 

こちら「リハビリテーション科」です！ 

 リハビリテーション科は、当院Ｂ館５階にあり、一面 

ガラス張りで見晴らしが良く、壁も木目調になっており、 

アットホームで明るい環境となっています。 

 現在、リハビリテーション科のスタッフは、理学療法士 

１５名、作業療法士７名、言語聴覚士３名、リハビリ助手 

３名の計２８名で構成されています。比較的若いスタッフ 

が多く、活気があり、いつも笑顔でリハビリを実施してい 

ます。リハビリの対象となる疾患としては、骨折等の整形 

疾患、脳梗塞等の脳血管疾患、肺炎等の内科疾患、そして 

がん患者や難病患者のリハビリテーションを多く実施して 

います。 

 

 当科には以下の特徴があります。 

● 急性期・回復期・維持期・終末期と全ての時期の患者さんが対象 

● 入院後早期にリハビリ介入し、早期回復を目指す 

● 整形や外科の患者さんは手術前後のリハビリの実施 

● 在宅環境に合わせた、家事動作訓練や外出訓練、在宅へ訪問し環境調整を実施 

● 言語聴覚士による、摂食嚥下や失語症等に対するリハビリの実施 

● 飲み込みが難しい方への検査実施（嚥下造影検査） 

● がん患者リハビリテーションの実施 

● 訪問リハビリの実施 

 病気や怪我で入院すると、不安や心配があると思います。住み慣れた地域や 

元の生活に戻ることを目指し、患者さんが安心してリハビリテーションを行え 

るよう、スタッフ一同笑顔で支えてまいります。 

 リハビリについてご質問等ございましたら、お気軽にお問合せ下さい。 


